
 

 

 

 

 

 

 

今年も田植えの季節となりました。大村市内の水田に苗が植えられている様子を目にした人

も多いのではないでしょうか。今回の生徒会だよりは、本校１年生による田植え実習の様子を

紹介します。 

田植え実習は「農業と環境」という授業の中での取り組みです。今年は６月１１日に１組と

２組、１２日に３組と４組が田植えを体験しました。両日とも天気に恵まれ、爽やかな陽気の

中での活動となりました。 

当日生徒は、バスに乗車して実習場所である竹松農場に向かい、現地では１時間ほど田植え

に取り組みました。最初水田に足を踏み入れるときは戸惑いの声も上がっていたようですが、

農業科の先生方の話を聞きながら上手に植えることができたようです。今回の実習には１学年

の先生方も参加し、生徒の応援やサポートに当たられました。 

生徒は実習服が汚れることを気にすることもなく、協力しながら楽しく取り組んだというこ

とでした。ちなみに生徒が植え付けた品種は“ニコマル”です。秋の収穫が楽しみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

１年生が に取り組みました!! 
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生徒会だより

り        

真剣に説明を聞きます ニコマルの苗 水田に足を踏み入れ… 

先生方のサポートを受けながら植えつけました！！ 


